
1. ネットワーク型地域COEの構築
山形県高度技術研究開発センターを中核として、サ
ブコア研究室と関係企業等において、研究の継続発
展、事業化推進等を行うネットワーク型地域COEを
構築していきます。

2. 産業技術を支援する高度な専門機能の整備
産業技術を支援する高度な専門機能として、（財）
山形県産業技術振興機構を平成 16 年 4 月に設立
し、産学官連携の促進やコーディネート機能の強化、
県内企業の知的財産支援等を一元的に行うほか、本
事業での研究成果を発展・事業化に取組んでおりま
す。
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